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安心して暮らせる毎日をつくるために  

校 長 髙松  政則 

 

6 月の終わりから 7 月にかけて台風第 7 号や梅雨前線が日本付近に停滞した影響によって、西日

本を中心に全国的に広い範囲で記録的な大雨となり、7 月の月降水量が平年値の 2～4 倍となる大雨

になったところがあるなど、各地で甚大な被害が発生しました。   

また、九州北部、四国、中国、近畿、東海地方では降水量の値が観測史上第 1 位となるなど、こ

れまでの観測記録を更新する大雨となりました。「これまで経験したことのない○○」という言葉も、

毎年のように聞かれるようになってきました。この先の将来、世界の気候がどのようになってゆく

のかとても心配です。そんな中、今年も夏休み中に多くの生徒たちが環境に関する自主研究を毎日

のように行っていました。生徒たちの柔軟な発想による研究が異常気象の原因の一つとなっている

地球温暖化防止のヒントになるといいなと思っています。被災された皆様には、謹んでお見舞いを

申し上げます。  

さて、42 日間の長い夏休みも終わり、生徒たちの笑顔と元気な声が、学校に戻ってきました。昨

年度に続き今年も赤坂小学校の児童を対象とした体験部活動を実施ししたため、前半と後半の数日

間は賑やかになりましたが、静かだった校舎も一転、活気に溢れています。学校は生徒たちの活気

で賑やかなのが一番です。たった一か月ですが、ついこの間まで小学生だった 1 年生も、日焼けし

てちょっと背が伸びた感じが、中学生らしくなってきたなと感じます。生徒たちは充実した休みを

過ごせたでしょうか、ご家庭でのご指導ありがとうございました。この先もしばらく残暑が続きそ

うです、健康にはご留意ください。  

さて、今日９月１日は防災の日です。９５年前の大正１２年９月１日１１時５８分に、関東地方

にマグニチュード７．９の大地震が発生し、死者・行方不明者１４万人以上という日本災害史上最

悪の関東大震災が発生し、その災害をきっかけに、防災意識を高めるための日として、制定された

のが「防災の日」です。学校では、当面している、あるいは近い将来当面するであろう安全に関す

る問題を中心に取り上げ、安全についての実践的な能力や望ましい習慣の形成を目指すとともに、

安全に対する基礎的・基本的な事柄を系統的に理解することで、自ら考え判断する力を高め適切な

意思決定ができるようにすることをねらいとして安全指導をしています。これらの指導を通して、

生徒たちが危険を予測し回避する能力と、他者や社会の安全に貢献できる資質や能力の育成を図っ

ています。生徒たちが安全で安心できる社会環境を作るため、この機会を利用してご家庭でも安全

について話し合いをしていただきたくお願いします。例年実施している地域防災訓練（いも煮会）

も地域の方々の協力をいただき、１２月１日（土）に実施いたします。また、１１月４日（土）に

は赤坂・青山地区の総合防災訓練（今年は青山中会場）が予定されています。個人では、なかなか

体験の出来ないような訓練プログラムが用意されています。万が一の際に、皆があわてずに助けあ

えるように、また、地域に暮らす子供たちや高齢者の皆さんが安全に生活できるような街になるよ

う願っています。本日の引き取り訓練へのご協力ありがとうございました。２学期もよろしくお願

いします。  

   

 

 

赤坂中学校教育目標  ・「まなび」を大切にする   ・「こころ」を大切にする  

          ・「いのち」を大切にする   ・「とき」を大切にする  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

“社会を明るくする運動  ～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ～”を推進・ＰＲ

するため、赤坂青山地区第 36 回パレードが開催されました。本校吹奏楽部は、そのオープニン  

セレモニーで記念演奏を行いました。また、パレードには本校生徒 20 名と多数の保護者の方々が  

参加しました。なお、吹奏楽部は、 10 月 27 日に行う学芸発表会においても演奏を披露します。  

 

 

 生徒会の発案で、西日本豪雨災害に対する募金活動を行いました。生徒会役員の他に３年生の生

徒達が、生徒登校時刻に正門の坂下と東門前に立って呼びかけ、本校生徒だけでなく地域の方々や

通勤通学途中の方からも募金が集まり、総額 136,558 円になりました。集められた募金は、生徒会

本部役員４名が赤坂地区総合支所まで持参し、支所長の森信二さんに手渡しました。支所から日本

赤十字社港支部に届けられました。（8 月 1 日付の港区政新聞に紹介されました。）  

 

 

 新潟県（上越市）にて、３泊４日の夏季学園を行いました。ブナ林や水辺の散策、蛍観察、郷土

料理作り（笹寿司、のっぺ汁、天ぷら）、伝統工芸作り（アケビ蔓の籠、木の笛）、収穫体験（えん

ぴつ茄子、トマト）と、現地に行かなければできない貴重な体験をしました。３日目からは、農家

等のご協力を得てグループ毎に生活体験（民泊）をしました。農作業や料理を手伝ったり、各家庭

のご家族とお話をしたり、楽しい時間を過ごしました。各家庭に行くときはやや緊張した表情でし

たが、翌日に戻ってきたときには惜別の寂しさから涙ぐむ生徒も見られました。  

 

 

 赤坂小学校６年生の児童たちが、夏季休業中の部活動に体験入部をしました。各部の活動予定に

合わせて合計６日間、のべ１４名の参加がありました。  

 

［２学期の主な予定（１０月以降）］  

 ・10/9（火）～10/12（金）学校公開週間    ・10/13（土） 道徳授業地区公開講座  

 ・10/15（月） 第２回進路説明会      ・10/27（土） 学芸発表会  

 ・11/16（金）～20（火） 期末考査      ・11/30（金）～12/7（金）三者面談        

 

９月行事予定  

１日 (土 ) 土曜授業、防災訓練  

３日 (月 ) 学芸発表会実行委員会  

４日 (火 ) 選挙管理委員会、専門委員会  

５日 (水 ) 港区水泳記録会  

６日 (木 ) 中央委員会  

８日 (土 ) 土曜授業、小学生保護者説明会  

１０日 (月 ) 朝礼、学芸発表会実行委員会  

 

１３日 (木 ) 立会演説会リハーサル  

１４日 (金 ) 生徒会役員選挙  

１８日 (火 ) 職場体験（２年）  

１９日 (水 ) 職場体験（２年）  

２０日 (木 ) 後期専門委員会  

２６日 (水 ) 中間考査（国・社・数）  

２７日 (木 ) 中間考査（理・英）  

２８日 (金 ) アカデミー研究授業  

 

９月の生活目標  「規律ある生活をしよう」  

○学校生活のリズムを取り戻そう。  ○自分の役割に責任をもとう。  

 

“社会を明るく運動”赤坂青山地区パレード (7/15) 

夏季学園 <２年 > (7/23～26) 

 

部活動体験  (夏季休業期間 ) 

 

西日本豪雨災害支援募金 (7/18～20) 

 


